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⽇本フードサービス協会研究助成 研究成果報告書 
 

１．研究の概要 
⾷品製造業では、⾃社の商品や製造プロセスを理解してもらうために⼯場⾒学を実施

している企業が数多くあり、⼯場⾒学は⼀般消費者への認知を⾼めることに⼀役買って
いる。他⽅、外⾷産業においてはセントラルキッチンを⾒学できる機会は少ない。その理
由のひとつには、製造プロセスにおける衛⽣⾯や⾒学者の安全⾯等での対応の難しさが
あると推察される。⼀⽅、ロボットや情報通信技術の発達によって、遠隔存在ロボット
（アバター）を⾝近に使える社会が現実化してきている。 

本研究は、アバターロボットを活⽤して、⼤⼈数では現場訪問が難しいセントラルキッ
チンを⾒学する実証研究を⾏うことによって、⾷品製造プロセスの学びや外⾷産業の理
解増進の効果を検証した。 
２．研究の⽬的 

本研究では、アバターロボットを活⽤したセントラルキッチン⾒学の有効性を探るこ
とを⽬的として実証研究を⾏った。 
３．研究の⽅法 

avatarin 株式会社（ANA ホールディングス発のスタートアップ企業、東京都中央区）が
開発した遠隔操作ロボット（アバターロボット newme）を活⽤して、⽴命館⼤学びわこ・
くさつキャンパス（BKC：滋賀県草津市）の教室から、今回協⼒頂いたロイヤル株式会社
の東京⾷品⼯場セントラルキッチン（千葉県船橋市）を⾒学し、学びの効果を検証する。 

また、研究参加した学⽣ 2 名は、セントラルキッチンやロイヤルホールディングス株
式会社東京本部（東京都世⽥⾕区）を事前訪問し、現地でヒアリング調査を実施すること
によって外⾷産業への理解を深め、教室から参加するゼミ⽣（17 名）の学びをセントラ
ルキッチンと教室の双⽅からサポートした。 
４．研究成果 
 今回の研究成果としては、主に以下の 3 点を挙げることができる。 

 

①アバターロボットを活⽤した学びの機会の有効性の検証 

 現場訪問が難しいセントラルキッチンにおいて、アバターロボットを活⽤した⾒学の
有効性を確認することができた。⾃⾛式のアバターロボットは、映像を視聴するだけでは
得られない「没⼊感」を持って、現場社員とのコミュニケーションを図ることができ、主
体的に⾒学をおこなえる。このことから、今後、さらに通信環境等の改善が進めば、近未
来の学びの選択肢を広げる可能性があることを確認した。 

 

②外⾷産業の企業戦略やセントラルキッチンの機能・運営に関する理解増進 

 研究参加した学⽣ 2 名は事前訪問を 2 回実施した。また、アバターロボットを通じた
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⾒学の際に、セントラルキッチンと教室の双⽅で、他の学⽣のセントラルキッチンに関す
る理解をサポートする解説の役割を果たした。これらによって外⾷産業の企業戦略やセ
ントラルキッチンの機能・運営についてより深い理解を得ることができた。 

また、アバターロボットでセントラルキッチンを⾒学した 17 名にとっては、社員の⽅
の丁寧な案内とサポート学⽣ 2 名の解説の両⽅から、充実した学びを得ることができた。 
 

③外⾷産業のアウトリーチ活動の新たな可能性の検証 
 成果①の表裏になるが、アバターロボットを活⽤することによって、学⽣にとって通常
では⾒学できない場所を学べることができ、企業にとっては衛⽣⾯や安全⾯等の理由で
⾒学のための開放が難しいセントラルキッチンにおいても、科学技術の利⽤によっては
アウトリーチ活動の可能性が広がることを確認することができた。 
５．資⾦使途  
旅費 連携企業訪問（事前訪問・打合せ）教員１名・学⽣２名 

    同   （事前アバターロボット試⾛テスト）学⽣２名 

     同   （実験当⽇）学⽣１名 
書籍代 
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